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研究成果の概要 

汎用プラスチックとして、低密度ポリエチレン（LDPE）、ポリプロピレン（アイソタクチック、iPP）、な

らびにポリ乳酸（PLA）を用いて分解・劣化ナノ材料の作製を行った。LDPE フィルムに対して、紫

外線照射と超音波照射とを組み合わせた分解・劣化、あるいは促進酸化分解により、ナノプラスチ

ック（NP）、マイクロプラスチック（MP）のモデルとなる分解・劣化モデル材料を作製することができた

（論文投稿準備中）。また、iPP に対する高温・高圧処理 1)により得られた iPP-NP、ならびに LDPE

に対するレーザーアブレーション 2)により得られた LDPE-NPに対して、連続波レーザー誘起マイク

ロバブルを用いてNPを基板に集積後、原子間力顕微鏡を利用した赤外分光法（AFM-IR）や光熱

誘起赤外分光法（O-PTIR）により集積した NPの赤外スペクトルを得ることができた（論文投稿中）。

一方、PLA をリン酸緩衝液中で加速加水分解後、超音波照射することにより PLA-MP を作製する

こともできた（論文投稿準備中）。 

材料学的理解を進めるため、分析系として、ポリエチレンテレフタレート（PET）の使用済ボトルの

テラヘルツスペクトルを測定し、4.2 THz の吸収ピーク強度と PET の融点に直線関係があることを

見いだした 3)。C=O 面外変角振動の吸収ピークは熱膨張とそれにともなう分子間相互作用の変化

に敏感であることが報告されており、PET に対して融点を含めてその関係を新たに示すものである。 

次に、生体バリアに対する生物学的理解を進めるため、ゲノム編集により樹立した免疫応答を高

感度に検出できるマクロファージ 4)を利用して、PET5）、iPP、LDPE、PLA を分解・劣化させたモデ

ル材料に対する免疫応答について検討した。一方、その他の生体バリアとして脱細胞化マトリック

スを用いた腸管上皮細胞培養系、ならびに血液脳関門培養系を検討し、タイトジャンクションの形

成、ならびに分解・劣化モデルナノ材料の曝露によりタイトジャンクションの構造が一部損なわれる

ことを見いだした。 
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